
様式第2号（第1条の4関係）

FONE　　   　（　　　　　）

円

円

円

円

円

 MAS ・  FEM ③ DATA DE NASCIMENTO

⑦ MY NUMBER

（表面）

BENEFÍCIO INFANTIL - SOLICITAÇÃO DE CERTIFICAÇÃO
(JIDOU TEATE NINTEI SEIKYUU-SHO　…　児童手当　認定請求書)

DATA DE ENTREGA ※受付確認年月日

東浦町長　殿
 REIWA     　・　　・ 令和　　・　　・

 VALOR DA RENDA DO ANO REIWA

　（SOLICITANTE）　　　　　　　　　　　　　　　円

　（CÔNJUGE）　　　　　　           　　　　　　　　円

CÔNJUGE

⑩（FURIGANA） ⑫ DATA DE NASCIMENTO SHOUWA・HEISEI ・　　　・

SHOUWA・HEISEI ・　　　・ ※認定・却下年月日 ※支給開始年月

 NOME

(NOME PESSOA

JURÍDICA ETC)

④ OCUPAÇÃO

ア．FUNCIONÁRIO

イ．FUNCIONÁRIO PÚBLICO

ウ．NÃO É FUNCIONÁRIO, ETC

⑤ CÔNJUGE  TEM  ・  NÃO TEM 令和　　・　　・
令和　　年　　月

（令和　　年　　月分）

⑥ ENDEREÇO

(Se pessoa jurídica:

endereço do escritório)

〒　　　 - ENDEREÇO EM 1 DE JANEIRO

（DE JAN ～ MAI : DO ANO ANTERIOR,

DE JUN ～ DEZ : DESTE ANO）

（PREENCHER COM O ENDEREÇO, SE FOR DIFERENTE DA COLUNA DA ESQUERDA）

NOME ⑬ OCUPAÇÃO

ア．FUNCIONÁRIO

イ．FUNCIONÁRIO PÚBLICO

    （LOCAL DE TRABALHO:　                                  ）

ウ．NÃO É FUNCIONÁRIO, ETC

⑯ IRMÃOS, IRMÃS, ETC

 DA CRIANÇA
（Aqueles que estão com idade no período

entre, o primeiro dia 31 de março, após o dia

que completar 18 anos, e o primeiro dia 31

de março, após o dia que completar 22

anos).

NOME
RELAÇÃO

FAMILIAR

DATA DE

NASCIMENTO

POSSUI CUSTÓDIA

OU EQUIVALENTE ?

É RESPONSÁVEL

PELO SUSTENTO ?

⑨
 SITUAÇÃO

    DA RENDA

⑭  FAÇA UM ○ NA SITUAÇÃO DO

SEU CÔNJUGE

CÔNJUGE ELEGÍVEL P/ DEDUÇÃO

・
CÔNJUGE É MEMBRO DA MESMA

FAMÍLIA

⑧ TIPO DE APOSENTADORIA PÚBLICA

QUE O SOLICITANTE ESTÁ ASSOCIADO

ア．KOUSEI NENKIN HOKEN　　　　イ．KOKUMIN NENKIN　　　ウ．OUTROS (                  )

※ Se for membro de  alguma das associações abaixo, escreva ○ nos parênteses

 （  ）Cooperativa de funcionários de escolares particulares

 （  ）Cooperativa de funcionários públicos nacionais

 （  ）Cooperativa de funcionários públicos regionais

 

S

O

L

I

C

I

T

A

N

T

E

①（FURIGANA） ② SEXO

⑪ ENDEREÇO
（Se for diferente do ⑥）

〒　　　 - ENDEREÇO EM 1 DE JANEIRO

（DE JAN～ MAI : DO ANO ANTERIOR,

DE JUN ～DEZ : DESTE ANO）

（PREENCHER COM O ENDEREÇO, SE FOR DIFERENTE DA COLUNA DA ESQUERDA）

⑮
MY NUMBER

MORAM JUNTOS OU

SEPARADOS ?

EM CASO DE ESTUDAR NO

EXTERIOR,

QUAL A DATA DE SAÍDA DO PAÍS ?

※算定対象の場
合に〇印

HEISEI
・　　・ SIM ・ NÃO SIM ・ NÃO JUNTOS ・ SEPARADOS REIWA 　ANO　　MÊS

HEISEI
・　　・ SIM ・ NÃO SIM ・ NÃO JUNTOS ・ SEPARADOS REIWA 　ANO　　MÊS

※手当月額

HEISEI

REIWA ・　　・ SIM ・ NÃO
JUNTOS

・
APOIO

JUNTOS
・

 SEPARADOS

HEISEI

REIWA
・　　・ SIM ・ NÃO

JUNTOS
・

APOIO

JUNTOS

 ・

SEPARADOS

※3歳未満の
場合に〇印

RELAÇÃO

FAMILIAR

DATA DE

NASCIMENTO

（月額15,000円） （月額10,000円）

・未成年後見人
・父母指定者
・同居父母

（月額30,000円） （月額15,000円） （月額10,000円）

REIWA 　ANO　　MÊS

MORAM JUNTOS OU

  SEPARADOS ?

EM CASO DE ESTUDAR NO

EXTERIOR,

QUAL A DATA DE SAÍDA DO PAÍS ?

ENDEREÇO

（SE MORAR SEPARADOS）

※児童との関係
該当する場合に

○印

REIWA 　ANO　　MÊS

※左記以外の
場合に○印NOME

POSSUI A CUSTÓDIA

OU EQUIVALENTE ?
COM RELAÇÃO

 AO SUSTENTO

　ANO　　MÊS

JUNTOS
・

APOIO

HEISEI

REIWA
・　　・ SIM ・ NÃO

JUNTOS
・

APOIO

CÓDIGO AGÊNCIA NOME DA AGÊNCIA NÚMERO DA CONTA

・未成年後見人
・父母指定者
・同居父母

（月額30,000円） （月額15,000円） （月額10,000円）

⑱ BANCO ONDE DESEJA QUE

SEJA REALIZADO O DEPÓSITO

NOME DO TITULAR

⑰ CRIANÇA

・未成年後見人
・父母指定者
・同居父母

（月額30,000円）

（月額15,000円） （月額10,000円）

・未成年後見人
・父母指定者
・同居父母

（月額30,000円）

※第3子以降の
場合に〇印

FUTSUU・TOUZA

HEISEI

REIWA
・　　・ SIM ・ NÃO

JUNTOS

 ・

 SEPARADOS

REIWA 　ANO　　MÊS

JUNTOS
・

SEPARADOS

REIWA

※合計月額

　　　　　　◎　裏面の注意をよく読んでから記入してください。　　※印の欄は、記入しないでください。字は、楷書（かいしょ）ではっきり書いてください。

NOME

GINKOU　KINKO

SHINKUMI　NOUKYOU　GYOKYOU

TIPO DE CONTA

Atenção ! ⑯ Se a resposta for positiva para ambas as questões a seguir:

Possui ou não a custódia ou equivalente?  É responsável ou não pelas despesas de
sustento? Deverá juntar à esta solicitação  os ítens "Carta de custódia ou equivalente e 

confirmação de responsabilidade das despesas de sustento" ( Kango Soutou ・Seikei-Hi

no futan ni tsuite no kakunin-sho) e apresentar.  (Somente para famílias que 

corresponderem aos ítens ⑯ Irmãos, irmãs, etc da criança e ⑰ a quantidade total é de



備考

１． ⑦及び⑮の欄を除き、必要があるときは、所要の変更又は調整を加えることができる。

２． 受給資格者に周知することにより、注意事項を省略することができる。

（裏面）

注意

１ ①の欄は、請求者が個人である場合は氏名を、法人である場合は法人名及び代表者氏名を記入してください。

２ ⑥の欄は、請求者が個人である場合は住民票上の住所を、法人である場合は主たる事務所の所在地を記入してください。

また、請求者が個人であり、本年（１月から５月までの月分については、前年をいいます。）１月１日に他の市町村（特別区を含みます。以下同様です。）に住所を有していた場合は、当該住

所を右欄に記入してください。

３ ⑦の欄は、請求者が個人である場合のみ12桁の個人番号を記入してください。

４ ⑧の欄は、⑰の欄に３歳に満たない児童がいる請求者に限り、請求の日における公的年金制度の加入の状況について、次により記入してください。
ア 加入している公的年金制度について、「ア」から「ウ」までのいずれか該当するものを○で囲んでください。「ウ」を○で囲んだ場合は、（ ）内にその年金の名称を記入してください。
イ 「ア」を○で囲んだ場合で、第四種被保険者又は高齢任意加入被保険者（これらの者が保険料を自ら全額負担している場合に限ります。）であるときは、当該欄の余白に「四種」又は

「高任」と記入してください。

５ ⑨の欄は、請求者及び配偶者の前年（１月から５月までの月分については、前々年をいいます。）の所得についての市町村民税又は特別区民税の総所得金額、退職所得金額、山林所得金額、土

地等に係る事業所得等の金額、長期譲渡所得金額及び短期譲渡所得金額（譲渡所得に係る特別控除を受けた場合は、その額を控除した額）並びに先物取引に係る雑所得等の金額、特例適用利子等

の額、特例適用配当等の額、条約適用利子等の額並びに条約適用配当等の額の合計額を記入して下さい。

６ ②、③、④、⑤、⑧及び⑨の欄は、請求者が法人である場合は記入する必要はありません。

７ ⑨、⑩、⑪、⑫、⑬、⑭及び⑮の欄は、２人以上で児童を養育（監護し、かつ、生計を同じくするか又は生計を維持することをいいます。以下同様です。）している場合に記入してください。

「配偶者等」とは、児童を養育をする配偶者、未成年後見人等をいいます。なお、配偶者には、児童を懐胎した当時婚姻の届出をしていないが、請求者と事実上婚姻関係と同様の事情にあっ

た者を含みます。

⑪の欄は、配偶者等が他の市町村に住所を有する場合に住民票上の住所を記入してください。また、配偶者等が本年（１月から５月までの月分については、前年をいいます。）１月１

日に⑪の欄と異なる市町村に住所を有していた場合は、当該住所を下欄に記入してください。

８ ⑯の欄は、⑰の欄に記載する児童の兄姉等のうち、18歳に達する日以後の最初の３月31日を経過した後22歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある全ての子について、記入してくだ

さい。

９ ⑯の「監護相当の有無」の欄は、監護に相当する日常生活上の世話及び必要な保護をしている場合には、有を〇で囲んでください。

10 ⑯の「生計費の負担の有無」の欄は、⑯の欄に記載した子が受給者の収入により子の日常生活の全部又は一部を営んでおり、かつ、これを欠くと通常の生活水準を維持することができない場

合には、有を〇で囲んでください。例えば同居であって子の学費や家賃・食費等の生計費の一部を親が負っている場合、別居であって親が学費や生計費の一部を仕送りしている場合等が該当し

ます。

11 18歳に達する日以後の最初の３月31日を経過した後22歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある子が海外に留学している場合は、⑯の「海外留学をしている場合の出国年月」の欄に、

いつから留学しているか（出国した年月）を記入してください。

12 ⑰の欄は、請求者が養育をする18歳に達する日以後の最初の３月31日までの間にある全ての子について、記入してください。

13 児童が海外に留学している場合は、⑰の「海外留学をしている場合の出国年月」の欄に、いつから留学しているか（出国した年月）を記入してください。

14 ⑰の「生計関係」の欄は、次によって記入してください。
ア 「同一」は、児童が請求者自身の子である場合や請求者が未成年後見人又は父母指定者である場合で、請求者がその子と生計を同じくしているときに〇で囲んでください。
イ 「維持」は、児童が請求者自身の子でない場合で、請求者がその子の生計を維持しているときに〇で囲んでください。

15 この請求書には、次の書類を添えて提出してください。なお、当該書類により証明すべき事実を公簿等（マイナンバー制度による情報連携を含みます。）によって市町村長（特別区の区長を

含みます。）が確認することができるときは、当該書類は省略することができます。
ア 児童又は児童の兄姉等が他の市町村に住所を有する場合は、その児童又は児童の兄姉等の住民票の写し又は住民票記載事項証明書であって、その児童又は児童の兄姉等が世帯主である場合

にはその旨、その児童又は児童の兄姉等が世帯主でない場合には世帯主との続柄が記載されたもの
イ 児童が海外に留学している場合は、当該児童が日本国内に住所を有しなくなった日の前日まで引き続き３年を超えて日本国内に住所を有し、教育を受けることを目的として外国に居住して

いることを明らかにすることができる書類
ウ 児童が請求者自身の子であり、請求者がその児童と別居している場合は、請求者のその児童に対する養育の状況を明らかにすることができる書類
エ 請求者が未成年後見人である場合は、当該事実を明らかにすることができる書類
オ 請求者が父母指定者である場合は、当該事実を明らかにすることができる書類
カ 児童が請求者自身の子でない場合は、父母とその児童との養育関係及び請求者とその児童との養育関係を明らかにすることができる書類（請求者が未成年後見人又は父母指定者である場合

を除く。）
キ 生計を同じくしない配偶者等と別居し、児童と同居している場合は、当該事実を明らかにすることができる書類
ク 請求者に配偶者がある場合には、本年（１月から５月までの月分については、前年をいいます。）１月１日に他の市町村に住所を有していた場合は、請求者又は配偶者の前年（１月から５

月までの月分については、前々年をいいます。）の所得の額についての市町村長の証明書
ケ ⑰の欄に３歳に満たない児童がいる請求者が被用者であるときは、当該事実を明らかにすることができる書類
コ ⑯の欄の「監護相当の有無」及び「生計費負担の有無」がいずれも「有」の場合は、⑯の欄に記載した子に係る監護相当・生計費の負担についての確認書
サ ⑯の欄の「監護相当の有無」及び「生計費負担の有無」がいずれも「有」の場合に、⑯の欄に記載した子が海外に留学している場合は、当該子が日本国内に住所を有しなくなった日の前日

まで引き続き３年を超えて日本国内に住所を有し、教育を受けることを目的として外国に居住していることを明らかにすることができる書類


